



























ch i 1 dr en)が主である。具体的には，学校でおζる低学力や留年・長欠・溶伍の原因となる学習上
の不利な条件を除去しようという ζ とである。
当時のアメリカ社会のかかえている問題として，黒人を主とする貧困者の問題が無視できないまで
に大きくなっていたζとである。そζで，政府による「貧困追放闘争J(An t i -pov e r t y war )がすすめら
れる ζ とになる。そのために，保健，労働，福祉，教育面での保護，援助が行われ，教育面ではまず学
校教育が中心的な問題となった。
他方， 1 957年のスブートニック・ショックはアメリカ人の教育への関心を高めた。 ζのような
状況のもとで教育の現代化の理論的支柱となったブルーナーの仮説ーどの教科でも，知的性格をそ
のままたもって発達のどの段階のどの子にも効果的に教えることができるーがだされた。また，ブ






るが，さらに， 1 9 6 6年， r初等・中等教育法JCElementary and Secondary Education 
4c.t)が制定されるζ とによって，連邦基金(FederalFand)の鐙助にもとづき，学校教育全般に
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Conference) House 1970年の子どもに関する「白亜館会議J(The White @ 









































政府と各分野の人々(道徳家，文化人，黒人や少数民族，女性〉の代表により構成される子ども(7) 、?? 、、 ? ?ー






































































(t) あらゆる子どもに学習一成長一し，創造的な生活を送れる機会を保障する ζ とは，国家的
に優先されなければならない。
(2) 個別化され，人間化された子ども中心の学習を保障するための教育の再設計。




























Start) (9) ホーム・スタート (Home⑥ 
1967年，約 30の地域社会にパイロット・ヘッド・スタート¥プログラムが開始きれて2年後，




? ?、!と積極的に介入して，新しい面をきり開くための試みである。乙乙ではその矯成を詳細に摘く ζ とはで
めざしている方向についてみておきたい。きないが，親子センターの理念、， ?
， ?











































2 勺 E1JjJ14:A~ いも?ぺ-?i却4ぷザ;、11 .つの傾向は，後に非行に容易に結ぴつきやすし、。(11ゆ 1 も号;
‘ 
しか親子センターの実践がどの程度の成果をおさめているかについての検討必別の機会にしたい。
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ヘッド・スタート・プログラムの子ども中心型から親中心型への変化がみられる。家庭重ととSと，. . . ' 








program)が展開されてきている。内容をもっ子どもの世話のプログララム (childcare ，ぜ5':Ir " ~草萱・・..，戸
子どもの生活のみなおし@ ， •， 
量ず官・‘
ヘッド・スタート以降，教育，学校教育が恵まれない子どもに対して十分な内容，働きかけを行つ















































































































l、ピコ 47. .".一二t:"・;J ." ，← 















































































教育は，すべての人間の能力の発達，修養，伸張，強化，鍛練の継続的なプログラムとならなけ(8) 一 ' ・・-._..に
ればならない。
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多くいる.教師がより訓練されていなければならない ζ となどがあげられるであろう。しかし， ζれ
らの点を一つひとつあげて補償教育を特徴づけるよりも重要注 ζ とはプログラムを確立して実践によ
って確証される ζ とであろう。 • 
補償教育についての概略をみてきたが，補償教育を推し進める大 きな力は個々人の必要性からでて
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